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研究成果の概要（和文）：　古墳時代前期の首長墓系列に関する地域研究は、古墳時代の政治的関係・地域間交
流を把握するにあたって重視されてきた。広島県において首長墓系列に関わる地域研究を行った。
　広島市の太田川下流域（広島湾岸）と、その東方、東広島市（西条盆地周辺）の古墳時代前期の首長墓系列を
比較した。広島湾岸では前方後円墳が築造され、竪穴式石室を埋葬施設とし、漢魏の舶載鏡が副葬された。これ
に対して、東広島市（西条盆地）では円墳ばかりとなる。墳頂部に箱形石棺が複数埋置され、倭製鏡を副葬す
る。畿内政権との政治的関係の有無によって、墳丘や埋葬施設、さらには副葬品にまで明確な格差が生じていた
とみてよい。

研究成果の概要（英文）：Regional studies on chiefly mounted tombs are considered crucial for 
understanding political relationships and interregional exchanges during the early Kofun period, a 
time without written records. The chiefly mounded tombs in the downstream area of the Ota River 
(Hiroshima Bay coast) in Hiroshima City were compared with those in Higashi-Hiroshima City (around 
the Saijo Basin) to the east. Keyhole-shaped mounded tombs were constructed on the Hiroshima Bay 
coast using pit-style stone chambers, and Han and Wei mirrors as grave goods. In contrast, in 
Higashi-Hiroshima City, all the round tombs have multiple box-shaped stone coffins, which are 
considered to be of a lower rank than pit-style stone chambers placed on tomb tops, and only the 
Japanese mirrors were buried. It is reasonable to conclude that clear disparities in mound shapes, 
burial facilities, and even grave goods existed, depending on the interaction with the Yamato 
government (central polity).

研究分野： 考古学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　個別古墳に関わる基礎的情報（墳丘規模や埋葬施設、副葬品など）は重要だが、当時の社会情勢を推し量るた
めには、それだけでなく、古墳時代の首長墓系列を把握し、当時の社会体制･社会情勢を推測することも必要と
なる。中国王朝への貢賜関係を取り結ぶために瀬戸内海の航海、交通ルートの開発が行われたとみられる。安芸
地域の首長墓系列の盛衰･消長については、当時の畿内政権との政治的情勢が関与しており、瀬戸内海域の移動
ルートの変化にも起因することを想定した。古墳時代の地域社会の実情とともに、安芸灘といった自然環境に関
する総合学習にも寄与する知見を提供することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

（1）古墳時代の首長墓系列に関する地域研究は日本考古学において独自に発達したユニークな
分野である。古墳の築造にあたって、墳丘形態（前方後円墳や前方後方墳、円墳、方墳）と墳丘
規模には、政治的な意味合いが付与されていたことを前提として、連続して造営される古墳･墳
墓を「系列」と捉え、その動向と地域社会や畿内政権との連動を総合的に考察するのである。同
時代文字資料のない古墳時代の政治・社会構造を推察するにあたって重視されてきた。近年の広
島県の古墳研究は停滞しているものの、わずかながらも新たな発見や発掘調査による知見が蓄
積されてきたため、古墳時代前期の首長墓系列の実像とその社会背景を明らかにすることとし
た。 

 

 

２．研究の目的 

（1）古墳時代前期には、広島市の太田川下流域に竪穴式石室（石槨）を埋葬施設とする前方後
円墳が連続して築造されるが、前期後葉にはその造墓活動も衰退する。一方で、東広島市（西条
盆地）における古墳時代前期の主要古墳は前方後円墳や円墳ではあるものの、その後築造される
古墳時代中期前葉の三ッ城古墳と同様、竪穴式石室による埋葬施設はみられず、墳頂部には複数
の箱形石棺が埋置されていたことがわかってきた（図１）。当該地域の首長墓系列の様相とその
成因を探るため、現地調査を行い、首長墓に関わる調査研究・情報公開を行う。 

 

 

３．研究の方法 

（1）まず、西条盆地東南にある長者スクモ塚古墳群の発掘調査を行う。長者スクモ塚古墳群は
３基で構成される。スクモ塚第１号古墳（以下、スクモ塚１号墳）は全長 60ｍとなる古墳時代
中期の帆立貝形前方後円墳（図１）、スクモ塚２号墳は 30ｍほどの前方後円墳とされていた。し
かし、いずれも墳丘形態や築造時期の根拠に乏しかった。また、スクモ塚３号墳は盗掘のため、
その所在地が不明となっていた。このため、スクモ塚古墳群の周辺踏査、測量･発掘調査を行い、
東広島市（西条盆地）の古墳時代前期から中期の首長墓系列の具体的様相を明らかにすることと
した。当該期の西条盆地の中期古墳では、箱形石棺の複数埋葬が盛行しており、広島市太田川下
流域の古墳時代前期の首長墓系列とは異なる葬送儀礼へと変容していったと予察することがで
きる。その具体的様相を明らかにする。 
 
（2）次に、広島市太田川下流域の前期前方後円墳の調査情報を整理する。広島大学考古学研究
室では、太田川下流域安佐地区に集中する中小田古墳群・宇那木山２号墳・神宮山１号墳などと
いった竪穴式石室を内包する前方後円墳の調査記録が保管されているが、これらの調査研究に
関わる記録情報や出土遺物の整理・分析を行う。当該地域の比較とともに畿内政権や吉備地域首
長、周辺地域の動向を考慮しつつ、古墳時代前期を中心とした広島県西部（安芸地域）の政治的
情勢を把握する。 
 また、広島県内の埋蔵文化財に関わる行政担当者の協力を得て、赤色立体地図などを活用して
未確古墳等の位置情報を補足し、実際に現地調査を行うことで未知の古墳（群）を探索するフィ
ールドワークを継続する。 
 

図１ 古墳時代前半期の首長墓の分布（広島県西部域） 



 
４．研究成果 
（1）長者スクモ塚第１号古墳の測量･発掘
調査の結果、測量によって前方部とされた
高まりは鎌倉時代に形成された土層であ
ることが判明した。このため、スクモ塚１
号墳は墳丘南側に簡易な作り出しをもつ
直径 40ｍほどの円墳であることがわかっ
てきた（図２）。 
また、墳丘南・西側から出土した円筒埴

輪突帯の製作技法は、奈良県西殿塚古墳や
メスリ山古墳など、畿内中枢域の前期前葉
から中葉段階に築造された大型前方後円
墳にみられる円筒埴輪の製作技術の一部
に属しており、限定的であるにしても畿内
中枢域からの技術伝播を想定することが
できた。その製作技術を勘案すれば、スク
モ塚１号墳は古墳時代前期後葉よりも中
葉に近い段階を想定できるようになった。
さらに、墳頂部には畿内系の粘土槨など、
２基の埋葬施設を検出することができた
（野島･有松ほか 2021、2023）。 
 
（2）長者スクモ塚２号墳の発掘調査にお
いても、新たな知見を得ることができた。
長者スクモ塚２号墳は全長 30ｍほどの小
型前方後円墳の可能性が指摘されてはい
たが、前方部と想定された部分は自然地形
であったため、直径 17ｍ前後の円墳であ
ったと判断できる。少なくとも２基の箱形
石棺があり、加えて１基の木棺直葬墓が検
出された。３回以上の埋葬ごとに墳丘盛土
が付加されていったものとみられる。板石
材が南側に散乱していた現況からみて、地
山成形を施した墳丘南側に箱形石棺が近
接して２基あったと想定した。 
箱形石棺 ST01 は長さ 3.5ｍ、楕円形に

広く掘削して二段墓壙とし、石棺周囲にあ
る程度の空間を故意に設けていた。棺石材
の設置後、石棺の周囲には白色粘土を 20
〜30 ㎝ほど厚く貼り込んでいた。蓋石設
置前後にも石棺周囲 30〜40 ㎝程度、白色
粘土による貼り込み面が見られ、互層状に
白色粘土を貼り込んでいた埋設状況を明
らかにすることができた（図３右、野島･
永野 2021）。 
 
（3）広島県東広島市の西条盆地では、い
くつかの前期古墳がみられる。古墳時代前
期前葉頃となる原の谷古墳の埋葬施設は
竪穴式石室であった（出野上 2003）。その
後、前期中葉から後葉にかけて、長者スク
モ塚１号墳が築造されるが、竪穴式石室を
簡略化した粘土槨が採用されていた。盗掘
が著しかったが、倭製鏡をもっていたこと
が判明した。円墳の周囲には、安芸地方で最古段階の円筒埴輪を巡らせていた。ただし、前期後
葉から末葉になると、長者スクモ塚２号墳や仙人塚（千人塚）古墳（古瀬編 2010）など、墳頂部
に複数の箱形石棺を埋置する円墳が造営されるようになった。 
また、東広島市高屋町仙人塚古墳でも、箱形石棺（第１号石棺）の周囲を広く白い粘土で覆っ

ていた。西条盆地では、箱形石棺の周囲を白色粘土で埋め込んでいく設置状況が明らかとなって

図２ 東広島市長者スクモ塚１号墳 

図４ 東広島市三ッ城古墳第１号埋葬施設（石槨石棺） 

図３ 西条盆地の箱形石棺の変化 



きた。蓋石設置前後に石棺周囲に広く白色の空間を作り出し、水銀朱やベンガラで赤く塗彩した。
埋葬の最終段階において箱形石棺による葬送の荘厳化を目論んだようであり、それが西条盆地
周辺の古墳時代前期後葉以降の箱形石棺を埋置する主要古墳には、おそらく通有なものであっ
たと想定することができよう。 
前期後葉から末葉をとおして、箱形石棺を構成する石材数が少なくなり、より整った直方体の

石材を使用し始めたことから、石材上面もより揃えられ、大型の平石を蓋石として使用すること
が可能になった。これらのことからすれば、西条盆地における主要古墳の箱形石棺は弥生時代の
それ（図３左）とは異なり、埋葬儀礼の複雑化や埋葬施設の荘厳化を目指していたといえる。墓
壙の大型化、石棺石材の大型化などとも相まって、箱形石棺自体の形態が変容し、その設置から
埋葬、埋め戻し作業、蓋石設置に関わる様々な行為が埋葬儀礼と結びついていったとみたい。 
東広島市西条盆地に築造された安芸地方最大の前方後円墳、三ッ城１号墳も同様に箱形石棺

による埋葬儀礼の延長線上にあったといってよい。三ッ城１号墳は全長 92ｍになる古墳時代中
期前葉の前方後円墳である（石井・三枝編 2004）。後円部には３基の埋葬施設がある。いずれも
二段墓壙に箱形石棺を中心とした埋葬施設を設置していた（図４）。第１・２号埋葬施設は箱形
石棺の周囲に石槨があり、それぞれに蓋石・天井石が架構されていた。棺槨の周囲は割石材によ
って覆われていた。墓壙面を割石で覆うことが重視されていたようにもみえる。埋葬儀礼におい
て視覚的効果を高めている点では、三ッ城第１号古墳の埋葬施設は西条盆地における一連の箱
形石棺による埋葬儀礼の発展的形態とみてよかろう。スクモ塚２号墳や千人塚古墳でみた石棺
周囲の白色粘土の貼り込みの代わりに、石敷き面を作り出し、より荘厳な埋葬施設を作り上げる
ことに努めていたと想定することができよう。 
古墳時代前期後葉、西城盆地周辺の主要古墳は箱形石棺への強い志向性を示した。主要古墳で

は箱形石棺を中心とした埋葬施設の荘厳化の過程を辿っていたことがわかる。 
 

（4）箱形石棺を埋葬施設とする墳丘構造 
まず、古墳時代前期前半の西条盆地周辺の有力首長墓にはすでに墳丘外縁部に土堤状盛土が

みられた。原の谷古墳など竪穴式石室の構築にあたっては、墳丘中心部分に水平積みによる基底
面の造成がみられ、大型墓壙を構築する土木工法が導入されていたようである。しかし、前期後
葉の円墳の墳丘構築状況をみれば、埋葬を繰り返しながら、墳丘盛土を積み上げる同時進行型の
墳丘構築が継続していたとすることができる。西条盆地の埋葬施設は弥生時代以来、断続的にで
はあれ、箱形石棺を継承していたことにも起因している。箱形石棺は竪穴式石室に比べ、比較的
小規模な基底面であっても墓壙の掘削から石棺設置、埋葬までが可能となる。西条盆地における
箱形石棺の盛行をみれば、墳丘構築に際して新たな土木工法を受容しつつも、墳丘を構築しつつ
箱形石棺を数回埋置する在地的な墳墓に回帰する転機があったかと思える。 
 
（5）広島県安芸地域の首長墓系列の相違 
 広島市の太田川下流域（広島湾岸）には、弥生時代終末期に石囲い（石槨）墓が造営された。
西願寺北墳墓、西願寺墳墓群、梨ケ谷墳墓群と続く。吉備地域を中心とした東部瀬戸内地域から
の影響を強く受けていたようであり、大陸との対外的な交渉に関与していた瀬戸内海民集団と
みることができる。古墳時代前期初頭以降、宇那木山２号墳（広島大学大学院文学研究科考古学
研究室 2002、古瀬 2006）、神宮山１号墳（小清水ほか 1986）、中小田１号墳など、前方後円墳
が連綿と築造された。竪穴式石室（石槨）を埋葬施設とし、画文帯神獣鏡や内行花文鏡、三角縁
四神四獣鏡など、漢魏の舶載鏡が副葬された（表１）。 
しかし、一方で東広島市（西条盆地）では、古墳時代前期前葉頃に原の谷古墳、前期中葉以降

にスクモ塚１号墳が造営されていたとわかってきた。スクモ塚１号墳は墳頂部に粘土槨をもち、
安芸地域では最古段階となる円筒埴輪を墳裾に巡らした。その後の前期後葉から末葉には、白鳥
神社古墳や丸山神社古墳、仙人塚古墳などが築造されたが、おそらくは円墳ばかりで、墳頂部に
箱形石棺が複数埋置されるようになっていた。西条盆地の箱形石棺を埋置する円墳では面径の
小さな倭製鏡しか副葬されなかった。きわめて対照的な事象であったといえる。 

表１ 広島市太田川下流域と西条盆地の前期古墳 

 



広島湾岸における畿内政権の影響はかなり直接的であり、墳丘築造･埋葬施設の造営協力とと
もに、舶載鏡の贈与を受けた。その一方で、西条盆地では伝統的な箱形石棺や、石棺を粘土や石
で囲う在地墓制を引き継いだ。小型倭製鏡しか副葬されなかったことからも、畿内政権の影響は
きわめて間接的、断片的と言わざるをえない。古墳時代前期の安芸地域では、畿内政権との交流
の有無によって、墳丘形態や埋葬施設、さらには副葬品にまで明確な格差が生じていたとみてよ
い。 
しかし、古墳時代中期になると、畿内政権の変革とともに、海上航行の困難な安芸灘よりも陸

路の要衝、西条地域が重視され、三ッ城古墳の造営へと向かった。河内政権下の王陵に類したプ
ランをもつ大型前方後円墳でありながら、在地系埋葬施設を荘厳化したものとなっていったの
である。安芸灘周辺の海域を航行するのではなく、海田市瀬野川から西条盆地を船越しして沼田
川を通り、三原本郷に至る陸路はその後も重視され、７世紀の安芸古代山城、長者山城の造営や
古代山陽道のルートにもかかわることとなった。 
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